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１．目的 

 本研究では、実験動物としてラットを用い、異

なる程度の筋萎縮後の回復期に、同化作用を有す

るクレンブテロールを投与した場合の回復促進作

用の違いを筋線維レベルで明らかにすることを目

的とした。 

 

２．研究方法 

１）実験動物：生後 7 週齢の SD 系雄性ラット(日

本クレア社) 

２）グループ分け：コントロール群(CON 群)、ギ

プス固定群(IMM 群)、ギプス固定＋通常回復群

(RC 群)、およびギプス固定＋通常回復＋クレン

ブテロール投与群(RCLE 群) 

３）固定方法：後肢左側は底屈 0 度になるように、

右側は最大底屈位になるように Booth と Kelso

１）の方法を参考にして包帯式(スコッチキャス

ト，3M)を用いて 9 日間のギプス固定を行った。

なお、回復期間は 14 日間とした。 

４）分析方法：ヒラメ筋の筋重量、筋線維タイプ

分類（タイプⅠ、Ⅰ+Ⅱ、Ⅱ）、筋線維横断面積

(CSA) 

 

３．結果と考察 

１）IMM 群の筋重量は CON 群に比べて両側とも

に有意に低下し、筋萎縮が観察された。伸張位で

固定した左側ヒラメ筋に比べて、短縮位で固定し

た右側ヒラメ筋で顕著な萎縮がみられた（Fig.1）。 

２）伸張位で固定した左側ヒラメ筋は固定解放後、

いずれのタイプの筋線維でも回復を示したが、RC

群と RCLE 群間で違いがみられなかった。 

３）短縮位で固定した右側ヒラメ筋は、いずれの

タイプの筋線維も回復を示したが、RC 群に比べ

て RCLE 群で顕著な回復がみられた。RCLE 群で

の筋線維の回復は遅筋線維であるタイプⅠ線維で

もみられたが、タイプⅡ線維の回復が顕著だった

（Fig.2）。 

４．結論 

 通常状態や固定状態でのクレンブテロールの投

与は速筋線維に選択的に作用すると報告されてい

る２）。しかし、本研究では筋萎縮からの回復時で

のクレンブテロール投与は、遅筋線維にも作用す

るという結果が得られた。また、筋萎縮の程度が

大きいほどクレンブテロールの同化作用が顕著で

あった。 
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